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一般社団法人 日本溶射学会
　特許法第30条の規定に基づく学術団体
本　　　　　部　〒577-0809 大阪府東大阪市永和2-2-29　永和ビル1号館4階
関　東　支　部　〒183-8511 東京都府中市東芝町1番地　東芝インフラシステムズ㈱　インフラシステム技術開発センター
中　部　支　部　〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ケ丘1-1　豊橋技術科学大学　工学部機械工学系
西 日 本 支 部　〒594-1157 和泉市あゆみ野2-7-1　大阪産業技術研究所　金属表面処理研究部
九　州　支　部　〒890-0065 鹿児島市郡元1-21-40　鹿児島大学　工学部機械工学科

⃝表紙の写真⃝	溶射遺産第8号（2022年11月15日認定）：溶射粒子偏平形態および皮膜密着強度の基材温度と雰囲気圧力の依存性の図 
厚膜創製を可能とする成膜技術である溶射法において，皮膜創製の基本単位となる単一粒子の偏平が，遷移的急峻に変化する基材温度
および雰囲気圧力における臨界値の存在を見出し（左図），さらに粒子偏平に対するこれら両因子の影響の等価性を基に，３次元遷移曲
面（右図）を国内外に先駆けてプロセス制御指針として確立・提唱の元になった図である。溶射技術における適正成膜条件の探索を絨毯
爆撃的に行う高コスト，非効率な膜創製の現状に対し，この指針に基づけば，高い制御性の下に，より効率よく高品位な膜創製が可能と
なり，実生産ラインにおける溶射皮膜部材の品質保証性を飛躍的に改善可能とした。この確立した制御指針は，国内外の大手自動車およ
びエネルギー関連企業の成膜現場にも導入され，年間数十万点を超える実生産ラインにおいて，皮膜部材・部品の品質保証性を飛躍的に
改善するとともに，コスト削減の経済効果をもたらしている。 

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構（JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）にて
公開されていますので，閲覧ください．
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